
種澤種苗園内で生育中の苗

カラマツ（唐松）

日本特産の落葉針葉樹
葉は長さ２～４㌢の針
状でやわらかい

スギ

葉は小型の鎌状針形で
らせん状に付く

カツラ

葉は対生し長さ３～８㌢
の広卵形で浅い心形

イタヤカエデ

葉は対生し７～１５㌢の
扁円形で５～７中裂ま
たは浅く裂ける

ケヤキ

葉は互生し長さ２～７㌢
の卵形または卵状披針
形で先は鋭くとがり、基
部はやや心形

ハウチワカエデ

葉は対生し直径７～１２
㌢と大きく基部は心形、
掌状に浅く９～１１裂す
る
裂片は卵形で先は鋭く
とがり、ふちには重鋸歯
がある

カヤ

葉は長さ２～３㌢の線
形でかたく、先は鋭くと
がる

オガラバナ（ホザキカエ
デ）

葉は対生し長さ10～15
㌢の卵円形で掌状に５
～７浅裂または中裂
裂片は鋭くとがり、ふち
に欠刻状の鋸葉がある

ヒョウタンボク

葉は対生し、長さ2.5～
5.5㌢の長楕円形で、先
は鈍頭、基部は円形。
ふちは全縁

マンサク

葉は互生し長さ５～11
㌢の菱形状円形または
広卵状で基部は左右の
形が異なる

ミズナラ

葉は互生し葉柄はごく
短い、葉身は長さ５～20
㌢の倒卵状長楕円形で
基部はくさび形から耳
状

アオダモ

葉は奇数羽状複葉で長
さ10～15㌢、小葉は１
～３対
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トチノキ

葉は大型の掌状複葉で
対生、小葉は５～７個あ
り長さ15～40㌢の倒卵
状長楕円形でふちに鈍
い重鋸歯がある

イチイ（オンコ）

葉は1.5～2.5㌢の線形
でらせん状につくが、横
にのびた枝は左右２列
に並ぶ

サワラ

葉は鱗辺片状で先がと
がる、裏面に白い気孔
線がありX字形になるも
のがある。

イチョウ

葉は５～７㌢の扇形で
中央に切れ込みがある
が、ないものもある
雄雌異株

ヒノキアスナロ（青森ひ
ば）

アスナロの異種で葉は
厚い鱗片状で先があま
りつきではない、裏面に
白い気孔線が目立つ

ブナ

葉は互生し長さ５～８㌢
の卵形または広卵形で
質はやや厚く、基部はく
さび型、側脈は７～11で
対

クロマツ

葉は２個ずつ束生し、長
さ５～16㌢の針状でか
たく、基部は褐色のさや
におおわれている

ウダイカンバ

葉は長さ７～14㌢の広
卵形または卵円形で、
基部は深い心形

カシワ

葉は枝先に集まって互
生し、長さ10～30㌢の
倒卵形で、ふちに波状
の鋸歯がある

オニグルミ

葉は大型の奇数羽状複
葉、小葉は４～10対あ
り、長さ７～10㌢の卵状
長楕円形

マルバアオダモ

葉は奇数羽状複葉で長
さ10～20㌢、小葉は2～
３対あり、長さ５～12㌢
の狭卵形または広卵形
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